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アンケートのご協力を
お願いいたします。

(裏面をご覧ください)

子供の挑戦 子供のつまずき 子供の努力

を支える教師のマインドセットを大切にした実践です

【子供の姿・学びのストーリー 遊びの中の子供の育ち】

生き物が大好きな年長組さん。飼育していた幼虫が立派なカブトムシに
なったことをきっかけに、「木で遊び場を作りたい！」「お散歩コース
を作りたい！」という子供たちの思いや願いが膨らみ、木工遊びが始ま
りました。

『虹色の踏切を作りたい！』

毎日の紹介タイムで木で作った踏切を紹介すると、「色を
つけたらかっこよくなるよ」というアドバイスがあり、踏
切に絵具で色を塗ることにしました。最初は、本物のよう
に黄色と黒色で塗っていましたが、「虹色に塗って、もっ
ときれいにしたい！」と新しい発想が膨らみ、虹色の踏切
づくりが始まりました。「ここ塗ってね」と友達同士で声
を掛け合いながら協力し、３つの虹色踏切が完成しました。

『できん・・でもやってみたい！』

年長ならではの木工遊びでは、本物ののこ
ぎりや金槌を使います。「線路を作る！」
「踏切を作る！」と言い、のこぎりで木を
切ったり釘を打ったりと挑戦します。しかし
うまくいかず落ち込む姿も。そんな様子に気
付いた友達が「板持ってあげる！」と助けに
来て、協力しながら再挑戦し、最後まで切る
ことができました。達成後は「名人になった
ね！」と喜び合い、自信をもって木工に取り
組むようになりました。

『空飛ぶ新幹線を作りたい！』

線路や踏切が出来上がると、廃材を使って
新幹線づくりが始まりました。「落ちたらけがす
る」「透明の屋根をつけたら？」「一番上は、バ
トル場にしようよ」と友達同士で意見を出し合い
ながら工夫を重ね、４階建ての新幹線が完成しま
した。
すると、乗り物図鑑を見たA君が「プロペラをつ

けたい」と言い、木を×(クロス)の形に組み合わ
せてプロペラを作成。友達から「空も飛べるか
も！」と声があがり、想像が広がっていきました。
完成した新幹線にカブトムシを乗せて、嬉しそう
に眺める姿が見られました。 (⇒裏面に続く）



幼小中一貫教育研究だより（カラー版）

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
学校園ホームページから、カラー版を閲覧できます。

よろしければぜひご覧ください。

学校園ホームページ「幼小中一貫研究だより」URL
https://www.hiroshima-u.ac.jp/fu_mihara/R7kenkyudayori

アンケートフォームURL https://forms.office.com/r/NcyaJhnhN4

幼小中一貫教育研究だよりの
アンケートにご協力ください

幼小中一貫研究だよりをご覧いただきありがとうございます。
子供たちのよりよい学びにつなげるため、

こちらのアンケートにご協力をお願いいたします。

【教師の思いや願い ～子供たちの“やってみたい”を支える保育～】

子供たちが「やってみたい！」と感じたことに、思いきり挑戦してほしい。そして、遊びや生活の中で他者とか
かわる心地よさを感じてほしい――そんな願いを胸に、日々子供たちと向き合っています。

カブトムシランドづくりでは、発達段階に応じた木工道具や素材を用意し、思いが形になるよう環境を整えてき
ました。のこぎりや金槌をうれしそうに手にする姿、うまくいかず悔しそうな顔、友達の「手伝ってあげる！」と
いう優しい声――その一つひとつの瞬間に、子供たちの成長が詰まっていました。

子供同士で意見を出し合い、支え合いながら挑戦を重ねる中で、うまくいかない経験を共有し、友達の助けを得
ながら再挑戦する姿が次々に生まれました。「もう一度やってみよう！」という気持ちが芽生え、そこから粘り強
さや他者への思いやりが育まれていることを感じます。

また、カブトムシの死をきっかけに「もう死なせたくない」と命と向き合う姿が見られました。生き物の生死に
ついて友達と考えをめぐらす体験を通して、命あるものをいたわり大切にする気持ちや、心を動かしながら生き物
とかかわる態度が育まれていると感じます。

これからも、子供たちの「やってみたい！」という思いや願いを大切に、子供も保育者も一緒になってわくわく
しながら考え、試し、探究が広がる保育を紡いでいきたいと思います。

『カブトムシが死んじゃった・・・』～命と向き合う～

飼育ケースの中で一匹のカブトムシが動かなくなったことをきっかけに、「なん
で死んだの？」「餌の取り合いかな？」と話し合いが生まれました。その中で、餌
の量やオス同士の関係に気付き、「ゼリーを増やそう」「ケースを分けよう」と考
え、自分たちで行動に移す姿が見られました。翌日には「元気だね！」と喜びなが
ら、率先して世話をする姿も見られました。
また、「お墓を作ろう」という声があがり、「看板を立てよう」「“たちいりき

んし”の札もいるよ」「裏の山なら安心だね」と話し合いながら、お墓作りを進め
ました。お墓ができると「天国に行ってね」とみんなで手を合わせました。教師が
「お墓作ってもらえて、きっと喜んでるね」と声をかけると、「今もう天国につい
たかな」「生まれ変わったら、また遊ぼうね」など思い思いにお墓のカブトムシに
思いをはせながらつぶやく姿が見られました。愛着をもって育ててきたカブトムシ
の死を通して、命の尊さや生き物への思いやりに気付いていったひとときとなりま
した。


